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「特定⽣殖補助医療に関する法律案」についてご質問をいただきました。 
同法案は問題が多く、到底賛成することはできないと考えています。ご質問に対する私たちの考えは

以下のとおりです。 
 
 
１．現法案では、⼦どもの出⾃を知る権利が⼗分保障されておらず、特定⽣殖補助医療法の当初の⽬的
が達成されていないのではないか。 
 

本法律案は、第 1 条で特定⽣殖補助医療の適正な実施を確保すること、特定⽣殖補助医療により⽣ま
れた⼦が⾃らの出⾃に関する情報を知ることに資する制度を定めることをその趣旨としています。とこ
ろがご指摘の通り、本法⽴案では、⽣まれてきた⼦どもが成⼈するまでドナーに関する情報を知ること
ができず、得られる情報も「⾝⻑」、「⾎液型」、「年齢」等に限定されており、出⾃を知る権利を保障す
るものとはいえません。AID の当事者の⽅たちが訴える「アイデンティティの回復」を保障するもので
はありません。 
 
 
２．同性カップルや選択的シングルの⼈々について、法的婚姻状態にないことを理由に特定⽣殖補助医
療から排除することは、違憲の疑いがないか。 
 
 法の適⽤範囲を法律婚夫婦に限定していることは、法律婚以外のカップルを差別的に取り扱うもので
あり、問題があります。 
 
 
３．国外犯規定を含む厳重な刑事則を設けることは過剰ではないか。 
 

不必要な刑事罰を設けることは過剰であると考えます。 
 
 
このように、本法律案は問題が多く、到底賛成することはできません。 

今後も、当事者の皆さんのご意⾒、ご要望を踏まえ、引き続き尽⼒していきます。 
以上 


